
ガラス固化プロセスにおけるルテニウム化合物の化学形態調査 
(4) Ru-La-Na 混合硝酸塩とガラス原料の反応による RuO2生成 

Investigation of the chemical form of ruthenium compounds in the vitrification process 

(4) RuO2 generation by reaction with Ru-La-Na mix nitrates and raw materials for vitrification 
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ガラス固化プロセスでは，廃液から生成した Ru 化合物がガラス原料と反応し, RuO2結晶が成長すると推定

されることから, Ru-La-Na 混合硝酸塩とガラス原料を添加して加熱し, RuO2の生成状況を確認した． 
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１．緒言 ガラス溶融炉内で廃液から生成した Na3RuO4 がガラス原料と反応して RuO2 が生成する想定メカ

ニズム[1]を基に, NaNO3とRu硝酸塩からNa2RuO3, Na3RuO4, Na2RuO4が生成し[2], Na2RuO3はガラス原料と反応

して RuO2を生成すること[3], 廃液からルテニウム酸ランタニド化合物も生成すること[4]を確認した．今回は, 

RuO2生成過程の把握を目的に実施した Ru-La-Na 混合硝酸塩とガラス原料の加熱実験について述べる． 

２．実験 Ru-La-Na 混合硝酸塩は, Ru(NO3)3溶液に La(NO3)3･6H2O, NaNO3を添加した硝酸溶液を 100°C で減

圧乾燥し 4 種類調製した．ガラス原料は PF798 と比較用に SiO2を用いた．加熱実験は Al2O3容器に試料をの

せ, Ar ガス雰囲気 700°C×2 h 加熱し, 加熱後の試料を XRD, Raman 分光, 放射光 XAFS 測定で評価した． 

３．結果 700°C 加熱後の Ru 化合物を XRD

で同定した結果, 表１に示すように, 硝酸塩

単体の場合RuO2は生成せず, Naモル比が高い

条件で Na3RuO4の生成を確認し, PF798 を添加

した場合 RuO2が生成した．SiO2を添加した場

合, 硝酸塩単体と同様に RuO2は生成しなかっ

たものの, La モル比が小さい条件で 4 価の

Na2RuO3 の生成を確認した．RuO2 を同定した

試料を Raman 分光測定した結果, RuO2結晶特有の Raman シフトを観

察した．また, Ru/La/Na = 1 / 2 / 3 の加熱後試料を XAFS 測定した結果, 

図１に示す硝酸塩単体と PF798 添加の La-LIII吸収端 XANES スペクト

ルを比べると, 5.49 keV のピーク高さや 5.50 keV のピーク形状に差が

見られ, RuO2生成に伴う La 局所構造の変化も推察された． 

４．結言 400°C 以上の加熱によって廃液から生成するルテニウム酸

ランタニド化合物は, 700°C 付近でガラス原料と反応して RuO2を生成

するとともに, Na やランタニドがガラス相へ移行すると考えられる． 
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表１ 加熱後に XRD で同定した Ru 化合物
 Ru/La/Na モル⽐ 

1 / 1 / 3 1 / 2 / 3 1 / 1 / 6 1 / 2 / 6
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図１ La-LIII の XANES スペクトル
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